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「江別市学校給食の在り方検討委員会」

の設置目的
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1. 江別市学校給食の在り方検討委員会設置要綱
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（設置）

第１条 本市の学校給食について、これからも安心で

安全なおいしい給食を安定的に提供し続けるために、

江別市立小中学校における学校給食の今後の在り方を検

討することを目的に、江別市学校給食の在り方検討委員

会（以下「検討委員会」という。）を設置する。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



2. 学校給食を取り巻く環境
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異物混入 アレルギー 地産地消 無償化

調理員不足 施設老朽化 災害時炊き出し 人材不足

スクールランチ 衛生管理 少子化 食中毒 栄養摂取

食品ロス 物価・人件費高騰 運営委託 食育

安心・安全 ・安定

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



3. 安心・安全・安定
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令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

安心

給食に地産地消の旬の食材を使い、地元地域の食、食文化を土台にした上で、

適切な栄養の摂取による健康の維持増進を図る。

安全

より高い衛生管理基準に沿った調理により、食の安全を第一とした学校給食

を提供する。また、各種感染症や異物混入など、食の安全性を脅かす状況に対応
できる体制づくりを行う。

安定

人手不足が深刻化するなど、様々な課題がある中でも、児童生徒数の状況に

応じて、安定して学校給食の提供する。



学校給食とは
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1. 学校給食の歴史

7

年表

明治２２年 現在の山形県鶴岡市の市立忠愛小学校で貧困児童を対象に、おにぎり・焼き
魚・漬物の昼食を無償で提供したのが始まり

大正１２年 児童の栄養改善のための方法としての学校給食が奨励される（文部次官通牒）

昭和２９年 「学校給食法」が成立 【江別市】市制が施行 ＜江別町→江別市＞

昭和３３年 学校給食に牛乳が供給される。脱脂粉乳は徐々に牛乳に置き換わる。

昭和３７年 【江別市】学校給食のはじまり（パン、牛乳、おかず（完全給食））自校方式
＜麺開始→昭和４４年、米飯開始→昭和５４年＞

昭和３８年 脱脂粉乳に対する国庫補助が実現し、ミルク給食の全面実施が推進される

昭和４４年 【江別市】共同調理場方式（中央町に建設）で市内全校の学校給食が始まる

昭和４９年 【江別市】対雁調理場で給食の供給開始

昭和５１年 学校給食制度上に米飯が正式に導入される

平成 ９年 「学校給食衛生管理の基準」が定められる

平成１３年 【江別市】元野幌センター調理場で給食の供給開始

平成１７年 栄養教諭制度がスタートする
「食育基本法」が制定される

平成１９年 「食に関する指導の手引」が作成される

平成２７年 文部科学省より「学校給食における食物アレルギー対応指針」が発行される

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



2. 学校給食法
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食育
（生きた教材）

安定した提供

安全・安心

学校給食法（昭和２９年）＜施行７０年＞

法律の目的

学校給食が、

・児童及び生徒の心身の健全な発達に資するもの

・児童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養

う上で重要な役割を果たすもの

であることにかんがみ、学校給食及び学校給食を活用した食に
関する指導の実施に関し必要な事項を定める。

学校給食の普及充実及び学校における

食育の推進を図ることを目的とする。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



3. 学校給食法
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学校給食の目標（学校給食法第２条）

健康の保持増進や食事に対する正しい理解など７つの目標が定められている。

経費負担の原則（学校給食法第１１条）

学校給食の実施に必要な施設及び設備に要する経費並びに学校給食の運営に要する経費のうち、施設
設備費及び人件費等の管理的経費は、義務教育諸学校の設置者の負担とする。

上記に規定する経費以外の学校給食に要する経費（主として食材料費）は、学校給食を受ける児童生
徒の保護者の負担とする。

学校給食の実施主体（学校給食法第４条）

学校給食は、義務教育諸学校の設置者が実施するように努めなければならない。

学校給食の栄養管理（学校給食法第８条）

学校給食実施基準に示されている「学校給食摂取基準」に沿った実施に努める。

学校給食の衛生管理（学校給食法第９条）

学校給食衛生管理基準に照らして適切な衛生管理に努める。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



4. 道内公立小中学校の学校給食実施状況
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※「北海道の学校給食（令和５年度）」より

【北海道教育庁学校教育局健康・体育課】

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



5. 完全給食・補食給食・ミルク給食

11

▍完全給食

パン又は米飯（これらに準ずる食品を含む。）、ミルク及びおかずである給食

▍補食給食

完全給食以外の給食で、給食内容がミルク及びおかず等である給食

▍ミルク給食

ミルクのみである給食

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



江別市学校給食の現状
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1. 組織図
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給食センター

業務係

センター調理場

対雁調理場

栄養教諭（道費職員）

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

江別市

学校給食会

理事会

事務局 ※専属の事務局員のほか、センター長、業務係が兼務

※業務係員（正職員）のほか、栄養士、食育推進事業事務

補助員（会計年度任用職員）が在籍

※調理場長（正職員）のほか、調理員（正職員）、調理補助

員（会計年度任用職員）が在籍

※調理場長（正職員）のほか、調理員（正職員）、調理補助

員（会計年度任用職員）が在籍

※校長会代表者、教頭会代表者、PTA代表者等で組織



2. 江別市学校給食の流れ

献立
作成

【栄養教諭】

学校給食摂取基準を満たす献立作成

食材
調達

【学校給食会】

地場産野菜を取り入れながら調達

調理
【調理員、調理補助員（直営）】

学校給食衛生管理基準に基づいた調理

配送
【外部委託】

小学校１７校、中学校８校へ６台で配送

配膳
【配膳員、代替配膳員（直営）】

各学級ごとに分けて配膳

給食
時間

【児童生徒】

平均時間 小学校４０分、中学校２５分

回収
【外部委託】

配送したものを回収し給食センターへ

洗浄
消毒

【調理員、調理補助員（直営）】

使用した食缶食器コンテナを洗浄消毒

給食費
【学校給食会】←【保護者】

給食費は食材購入に使われる。

運営に係る費用は江別市が負担

食育

【栄養教諭】

授業時間を使って、各学級や学年ごとに、

食に関する指導を行う。栄養教諭配置校

では、給食時間にも指導を行っている。

主食
【外部委託】

米飯・パン
牛乳

【外部委託】

道内統一単価

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料
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3. 栄養教諭の配置
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▍栄養教諭の配置基準

小学校及び中学校の県費負担教職員定数配置基準

給食実施規模

単独調理場 共同調理場

給食実施児童生徒数 給食実施児童生徒数

1,000人以上の
市町村

999人以下の
市町村

1,800人以下
1,801人以上
6,000人以下

6,001人以上

配置数
総数を1,000
で除した数

１
※

１ ２ ３

※ただし、共同調理場を有する市町村を除く。

▍栄養教諭制度創設

平成１７年４月１日

センター調理場 対雁調理場 江別市全体

３人 ２人 ５人

道費（北海道職員）による栄養教諭が配置されている。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



4. 献立作成
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▍献立の決め方

・学校給食摂取基準量を満たす ・給食費の予算の範囲におさめる

・施設設備や調理能力に配慮する ・食品の衛生や安全性に留意する

・行事食、旬、地場産等を考慮する など

エネルギー

１日の必要量の１/３

カルシウム

必要量の５０％

脂質

給食のエネルギーの

２０～３０％

タンパク質

給食のエネルギーの

１３～２０％

１・２年 ３・４年 ５・６年

エネルギー　　　　（Kcal） 530 650 780 830

たんぱく質　  　　  　(g)

脂　　質             (%)

カルシウム           (mg) 290 350 360 450

マグネシウム　     　(mg) 40 50 70 120

鉄                  (mg) 2 3 3.5 4.5

ビタミンＡ        (μgRE) 160 200 240 300

ビタミンＢ１     　　(mg) 0.3 0.4 0.5 0.5

ビタミンＢ２　     　(mg) 0.4 0.4 0.5 0.6

ビタミンＣ　　     　(mg) 20 25 30 35

ナトリウム

（食塩相当量）      　(g)
１．５未満 ２未満 ２未満 ２．５未満

食物繊維　　　     　 (g) ４以上 4.5以上 ５以上 ７以上

区　　　分
小学生

中学生

学校給食による摂取エネルギー全体の１３～２０％

学校給食による摂取エネルギー全体の２０～３０％

児童・生徒１人１回当たりの学校給食摂取基準

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



5. 給食費単価

17

▍令和６年度給食費

区分
学年

令和６年度
一食単価

令和２年度 平成26年度 平成22年度

小
学
校

低学年 ３１７円（２８９円） ２８９円 ２６８円 ２５３円

中学年 ３２０円（２９２円） ２９２円 ２７１円 ２５６円

高学年 ３２３円（２９５円） ２９５円 ２７４円 ２５９円

中学校 ３８５円（３５１円） ３５１円 ３２７円 ３１４円

※（ ）内が、市からの補助金算入後の実質保護者負担金額

▍参考

※「北海道の学校給食（令和５年度）」より【北海道教育庁学校教育局健康・体育課】

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



6. 児童生徒の推移
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人口全体は減少していくものの、

児童生徒数は、今後１０年程度

は横ばいで推移し、大きく減少

はしないものと見込まれる。

※「第３期江別市学校教育基本計画」より

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R元 R3 R5

人

口

児

童

生

徒

数

江別市の人口・児童生徒数

小学生 中学生 人口

R5.5.1 R6.5.1 増減

小学生 5,821人 5,842人 21人増

中学生 2,898人 2,916人 18人増

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



7. 食数
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児童生徒 教職員 計

小学校 5,807食 479食 6,286食

中学校 2,836食 235食 3,071食

9,357食

児童生徒 教職員 計

センター調理場 6,102食 482食 6,584食

対雁調理場 2,541食 232食 2,773食

9,357食

食数

長期欠席、弁当持参等の理由から、児童生徒数とは一致しないものの、児童生徒数同様、
直ちに大きな減少は生じないものと考えられる。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

（令和６年５月１日現在）

（令和６年５月１日現在）

【小中学校別食数】

【調理場別食数】



8. 職員体制
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調理員
（正職員）

調理補助員
（会計年度任用職員）

配膳員
（会計年度任用職員）

代替配膳員
（会計年度任用職員）

平成 元 年 ３６ ８
（代替調理員）

５２ ２１

平成２０年 ２０ ４９ ５９ ２０

平成３０年 １５ ４０ ５５ １７

令和 ６ 年 １１ ４９ ５５ ２４

令和１１年 ５

令和１７年 ０

▍調理員・配膳員等の配置推移

※定年延長を踏まえて、定年退職した場合の推計

退職
予定

令和６年 令和８年 令和10年 令和12年 令和15年 令和16年

１ １ ４ ２ １ ２

令和６年度

年齢構成

1

10

６０代 ５０代

12

1218

6

1

６０代 ５０代

４０代 ３０代

２０代

3

23
23

6

６０代 ５０代

４０代 ３０代

4

6

9

5

６０代 ５０代

４０代 ３０代

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



9. 調理方式

21

自校方式 親子方式 共同調理場方式

学校

学校

学校

学校

学校

学校

共同調理場

学校 調理場

学校 調理場

学校

学校

親

子

子

メリット

・喫食時間に合わせた調理が可能。

・温かい給食が提供しやすい。

・事故が起きた際に、被害は最小

限になる。

デメリット

・衛生管理、アレルギー対応、異

物混入防止等について学校ごとの

個別管理の徹底が必要。

・学校ごとに建設スペースが必要。

・建設費・調理機器等購入費・人

件費など一番コストがかかる。

メリット・デメリット

自校方式と共同調理場方式の間を

取ったような方式

メリット

・管理の一元化により、衛生管理、

アレルギー対応、異物混入防止等

を徹底することができる。

・集約することで、人件費や維持

管理費は抑えられる。

デメリット

・複数校を一括管理することから、

学校行事等の個々の状況に即した

対応には一定の制限がある。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

※江別市は、共同調理場方式



10.調理場の現状
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センター調理場 対雁調理場

所在地 江別市元野幌７４１番地の２ 江別市工栄町９番地の１０

敷地面積 ９，０００㎡ ５，６７２㎡

建物面積 ２，１５１㎡ ９７５㎡

給食開始 平成１３年４月（２３年目） 昭和４９年１１月（５０年目）

供給学校数
小学校 １１校

中学校 ５校 計 １６校

小学校 ６校

中学校 ３校 計 ９校

調理能力 ８，０００食 ６，０００食

調理食数 約６，５００食 約２，７００食

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



11.道内市共同調理場の現状
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共同調理場名
建築
年月

築年
数

江別市立学校給食センター H13.2 23

江別市立学校給食センター
対雁調理場

S49.6 49

千歳市学校給食センター H5.8 30

恵庭市小学校給食センタ－ H1.9 34

恵庭市中学校給食センタ－ H13.3 23

北広島市学校給食センター S48.12 50

北広島市広葉中学校給食調理場 H12.6 23

北広島市西の里中学校給食調理場 H14.3 22

石狩市学校給食センター H28.12 7

石狩市厚田学校給食センター H3.1 33

（基準日：令和6年4月）

共同調理場名
建築
年月

築年
数

岩見沢市立学校給食共同調理所 H29.12 6

小樽市学校給食センター H25.7 10

苫小牧市第１学校給食共同調理場 H23.9 12

苫小牧市第２学校給食共同調理場 R4.1 2

旭川市東旭川学校給食センター R2.1 4

北見市学校給食センター H15.1 21

北見市常呂学校給食センター S55.10 43

北見市留辺蘂学校給食センター H30.2 6

帯広市第一学校給食センター H27.4 9

帯広市第二学校給食センター H27.4 9

釧路市小学校給食センター S63.2 36

釧路市中学校給食センター S56.3 43

※「北海道の学校給食（令和５年度）」より

【北海道教育庁学校教育局健康・体育課】

※札幌市・旭川市・函館市は、自校方式、

親子方式での給食提供を行っている。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

※北広島市学校給食センターは、

令和６年度中に建て替え予定。



12.江別市対雁調理場の現状
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コンクリートの剥離

鉄骨のサビ 躯体の老朽化

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



12.江別市対雁調理場の現状

25

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

検収室入口

蒸気配管の老朽化給水管の老朽化



13.配送状況

26

▍配送先 センター調理場管轄 小学校11校、中学校５校

対雁調理場管轄 小学校６校、中学校３校

▍配送車

時間帯 業務 給食センター発時間

午前 配送 １０時３０分ごろ

午後 回収 １３時００分ごろ

稼働台数 １台当たり 平均走行距離

市内６台 ４校 約７０km／日

▍配送距離 最遠学校 距離

センター調理場 野幌小学校 ７.３ｋｍ

対雁調理場 豊幌小学校 １１.６ｋｍ

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



14.調理場位置図・担当校

27

小学校区でエリア分けした場合

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



15.江別市の献立

28

▍主食 ご飯 パン 麺類

週2.5回 週1.5回 週1回

▍食器 皿・カップ 箸

強化磁器製 強化ナイロン樹脂製

「食器検討委員会」からの提言を受け

て、教育委員会にて、決定している。

▍献立例

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



16.学校給食アンケート

29

▍実施手法

学校の給食指導担当を交えて年３回開催する「学校給食献立会議」に合わせて実施

【対象者】小学校３年生、小学校５年生、中学校２年生

令和4年度　学校給食児童生徒アンケート
１．給食は楽しみですか？

小学校３年生 構成比 小学校５年生 構成比 中学校２年生 構成比

はい 657 71.88% 595 64.96% 404 48.33%

普通 245 26.81% 291 31.77% 388 46.41%

いいえ 12 1.31% 30 3.28% 44 5.26%

２．給食の量はどうですか？

小学校３年生 構成比 小学校５年生 構成比 中学校２年生 構成比

多い 324 35.29% 236 25.71% 191 22.58%

丁度良い 484 52.72% 562 61.22% 562 66.43%

少ない 110 11.98% 120 13.07% 93 10.99%

３．給食時間(準備から片付けまで)の長さはどうですか？

小学校３年生 構成比 小学校５年生 構成比 中学校２年生 構成比

長い 95 10.41% 140 15.28% 48 5.68%

丁度良い 632 69.22% 624 68.12% 547 64.73%

短い 186 20.37% 152 16.59% 250 29.59%

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



17.児童生徒の体格と肥満度

30

▍体格と肥満度に関する調査の結果

【対象者】

小学校５年生

中学校２年生

「令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」より（江別市教育委員会）

江別市の児童生徒は、

身長体重とも、概ね

全国平均を上回って

いることがわかる。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



18.地産地消

31

▍江別市の状況

（令和３年度）
▍地産地消の割合（主要野菜使用率）

地元産野菜 道内産野菜 地元産+道内産野菜

江別市 44.06% 27.01% 71.07%

札幌市 9.50% 54.61% 64.11%

千歳市 4.74% 67.12% 71.86%

恵庭市 9.66% 56.47% 66.13%

北広島市 19.34% 46.54% 65.89%

石狩市 16.81% 50.32% 67.13%

当別町 9.40% 58.13% 67.53%

新篠津村 22.14% 54.51% 76.65%

石狩管内平均 11.42% 53.65% 65.07%

令和３年度 令和４年度 令和５年度

江別市 43.4% 43.5% 39.8%

※対象野菜：じゃが芋、玉ねぎ、大根、ニンジン、ごぼう、キャベツ、白菜、長ネギ、キュウリ、キノコ類、まめ類

※対象野菜：下記以外に、ピーマン、ブロッコリー、カボチャ、ズッキーニ、トウモロコシ、オクラ、レタス等

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



19.アレルギー対応

32

▍アレルギー対応者数

対応者数
※

アレルギー対応※ 資料提供
※

牛乳停止 卵代替食 卵除去食 納豆代替 パン代替

４４３ ２１８ ７４ ７４ １２ ３９ ２５１

※学校の教諭含む

▍アレルギー対応

食物アレルギーにより、給食に出される食事の一部が食べられない児童生徒のためにパ

ン、卵、カップ納豆の食品に限って代替品および除去食を提供している。

パンの代替品 北海道産小麦粉、酵母、モルト(大麦エキス)、オリーブ油が原料のホワイトロールパン

卵製品・カップ
納豆の代替品

蒸しかまぼこ類（卵の代替）
のり佃煮・ひじき佃煮など（カップ納豆の代替）

卵料理の除去食 カップのおかずに卵を使用した一部のメニューに限り除去食を提供

資料提供 アレルギー児童生徒の家庭に対しては希望により、給食の食材に関する資料を提供

個別相談 栄養教諭による個別相談

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

（令和６年５月９日現在）



20.「食に関する指導」（食育）の実施状況

33

▍教科等の時間における指導

実施手法 各学校に対し希望調査を行い、市に配置されている栄養教諭５名で分担して指導を行う。

実施状況

・小学校は、学級単位で実施。中学校は、一部を除き学年単位で実施

・各学校の希望に応じて、学級活動・家庭科・学年集会の時間で実施

・栄養教諭一人当たり３５回前後（配属校を除く。）の指導を実施

▍給食の時間における指導

実施手法 栄養教諭は、配属校において給食の時間における指導を行う。

[給食の時間における食に関する指導]（食に関する指導の手引き（第二次改訂版）から抜粋）

給食の時間における食に関する指導は主として学級担任が行いますが、栄養教諭

が各教室に出向いて直接指導したり、資料提供したりすることで、具体的かつ実践

的な指導になり、教育効果を上げることができます。

令和５年度実績 対象 実施 実施率

小学校 ２２１学級 ２２１学級 １００％

中学校 ９５学級 ６６学級 ６９.５％

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



21.給食費会計・運営経費

34

＜支出＞ 金額（千円）

人件費 241,782

光熱水費・燃料費 75,995

修繕費・工事費 14,429

委託料 108,510

備品購入費 11,304

その他 46,596

計 498,616

▍令和６年度予算

＜収入＞ 金額（千円）

繰越金 5,803

児童給食費 337,746

生徒給食費 202,540

職員給食費 4,178

父母試食費 639

過年度 4,295

補助金等 52,662

計 607,863

＜支出＞ 金額（千円）

主食費 175,596

副食費 331,417

牛乳費 99,473

代替品費 1,377

計 607,863

支出合計

約11億円

給食費会計（保護者等負担） 運営経費（江別市負担）

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



江別市学校給食に係るその他情報

35



1. 江別市内の学校施設の現状

36

※改築と大規模改造による

従来型管理を行った場合

平均築年数

35年

維持更新経費

476億円
（30年間）

※「江別市学校施設長寿命化計画」より

（2020年試算）

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

（2020年当時）



2. 江別市内の社会教育施設の現状

37

平均築年数

34年

施設名 建築年月 築年数

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ･中央公民館 H元 34

野幌公民館 S59 39

大麻公民館 H９ 26

青年ｾﾝﾀｰ S47 51

市民体育館 S53 45

東野幌体育館 H15 20

大麻体育館 H10 25

郷土資料館 H２ 33

情報図書館 S63 35

ｾﾗﾐｯｸｱｰﾄｾﾝﾀｰ H６ 29

※公民館、体育館等を一部抽出

（基準日：令和6年4月）

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



3. 道内市町村運営状況①

38

▍道内市町村における学校給食業務の外部委託状況

※「北海道の学校給食（令和５年度）」より【北海道教育庁学校教育局健康・体育課】

運搬業務の委託は８０％、調理、食器洗浄は、直営と委託が半々程度となっている。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



4. 道内市町村運営状況②

39

▍石狩管内における学校給食業務の外部委託状況

※「北海道の学校給食（令和５年度）」より【北海道教育庁学校教育局健康・体育課】

自校方式の札幌市を除けば、運搬業務は全市町村とも委託している。

調理・食器洗浄は、一部を除き、各市町村で委託化されている状況である。

調理 運搬
物資購

入管理

食器

洗浄

ボイラ

ー管理
その他

江別市立学校給食センター ○ △ △、○ 機械警備・清掃等

江別市立学校給食センター対雁調理場 ○ △ △、○ 機械警備・清掃等

円山小学校　ほか151校 △ △ △ △ 配膳

盤渓小学校　ほか128校 ○ △ 配膳

恵庭市小学校給食センター △ ○ △ △ △ △ 配膳

恵庭市中学校給食センター △ ○ △ △ △ △ 配膳

千歳市 千歳市千歳市学校給食センター △ ○ △ △ △ △ 配膳・施設管理

北広島市学校給食センター △ ○ △、○ △ △ 配膳

北広島市立広葉中学校給食調理場 △ ○ △ △ 配膳

北広島市立西の里中学校給食調理場 △ ○ △ △ 配膳

石狩市学校給食センター △ ○ △ △ △ △ 施設設備管理

石狩市厚田学校給食センター △ ○ △ △ △ △ 施設設備管理

当別町 当別町当別町学校給食センター △ △ △ △

新篠津村 新篠津村新篠津村学校給食センター △ △ ○ 機械設備・電気保安

※△印は派遣方式、○印は全面委託方式である。

備考

札幌市

江別市

恵庭市

北広島市

石狩市

市町村名 調理場名

委託内容

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



5. 労働人口不足要因（調理員免許）

40

▍調理師免許交付数の推移

平成２０年度には、42,000件あった免許交付数は、令和３年度には、28,000件になり、

２/３（33％減）となっている。

江別市が採用している調理補助員は、必ずしも免許保有を要件としていないが、調理に

携わる労働人口が減ってきていることがわかる。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

調理員 調理補助員

令和６年 １１ ４９

うち調理師
免許保有者

１１ ５

（参考：江別市）



現状を踏まえた検討課題

41



検討課題

42

・人材不足（調理員等不足）

・施設老朽化

江別市学校給食の在り方の方向性を示すために、課題の中から、

特に検討が必要と考えられるものにポイントを絞って、論点を

整理する。

考慮すべき背景
・少子化（児童生徒数の減）

・主食調理・配送の今後

・財政面

江別市学校給食の在り方

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



2. 江別市学校給食の流れ

43

献立
作成

【栄養教諭】

学校給食摂取基準を満たす献立作成

食材
調達

【学校給食会】

地場産野菜を取り入れながら調達

調理
【調理員、調理補助員（直営）】

学校給食衛生管理基準に基づいた調理

配送
【外部委託】

小学校１７校、中学校８校へ６台で配送

配膳
【配膳員、代替配膳員（直営）】

各学級ごとに分けて配膳

給食
時間

【児童生徒】

平均時間 小学校４０分、中学校２５分

回収
【外部委託】

配送したものを回収し給食センターへ

洗浄
消毒

【調理員、調理補助員（直営）】

使用した食缶食器コンテナを洗浄消毒

給食費
【学校給食会】←【保護者】

給食費は食材購入に使われる。

運営に係る費用は江別市が負担

食育

【栄養教諭】

授業時間を使って、各学級や学年ごとに、

食に関する指導を行う。栄養教諭配置校

では、給食時間にも指導を行っている。

主食
【外部委託】

米飯・パン
牛乳

【外部委託】

道内統一単価

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料



44

対雁調理場（3,000食）を提供するための選択肢は何があるか。

・人材不足（調理員等不足）

論点
安定した給食提供を継続するためには、どのような運営体制

が必要か。

視点

・労働人口の減少により、人材の確保が難しくなっていく。

・衛生管理基準の改正により、細やかな対応が求められるようになった。

・調理等の運営体制だけでなく、建物更新を含めた手法の検討が必要。

・あらゆる可能性の中から、ゼロベースで検討していく。



45

対雁調理場（3,000食）を提供するための選択肢は何があるか。

・施設老朽化

論点 築５０年を迎える対雁調理場を今後どうしていくか。

視点

・対雁調理場の単純建て替えで良いのか。

・２０年後にはセンター調理場の建て替え検討も生じる。

・給食センター以外の教育施設の維持管理・更新状況。

・建物更新だけでなく、調理等の運営体制を含めた手法の検討が必要。

・あらゆる可能性の中から、ゼロベースで検討していく。
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・人材不足（調理員等不足）

・施設老朽化

江別市学校給食の在り方の方向性を示すために、課題の中から、

特に検討が必要と考えられるものにポイントを絞って、論点を

整理する。

江別市学校給食の在り方

対雁調理場（3,000食）を提供するための選択肢は何があるか。

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料
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対雁調理場（3,000食）を提供するための選択肢は何があるか。

様々な角度、目線から選択肢を広げていく必要がある。

他市町村の実施状況・民間事業者の意見や事業提案を把握する。

他市町村への聞き取り・視察

令和６年６月５日
江別市学校給食の在り方検討委員会資料

サウンディング型市場調査
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サウンディング型市場調査

▍目的

事業発案段階や事業化検討段階において、事業内容や事業スキーム等

に関して、対象事業の検討を進展させるための情報収集を目的とする。

行政目線の発想に偏らずに、検討を進めることができる。

▍手法

直接の対話等により、民間事業者（施設更新に係る業者、調理設備業

者、調理業者等）の意見や新たな事業提案の把握等を行う。

・現在3,000食の学校給食を提供している対雁調理場は、築５０年目であり、

老朽化が進んでいる。

・現在１１名在籍している調理員（正職員）は、定年退職により段階的に減

少していくことに加え、今後ますます人材の確保が難しくなっていく。

以上の状況を踏まえ、今後も安全・安心な給食を、安定的に提供す

るための手法を、民間のノウハウを生かした効果的・効率的な観点か

ら幅広く提案していただきたい。

▍聞き取り案

聞き取り内容をもとに、第２回検討委員会で議論を深めていく。
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今後のスケジュール

日程 内容

６月５日 第１回江別市学校給食の在り方検討委員会

第１回終了後 サウンディング型市場調査

８月（予定） 第２回江別市学校給食の在り方検討委員会

※以降も、２か月ごとを目途に委員会を開催予定


